
LF用ディジタルＲＦ電流計LF用ディジタルＲＦ電流計LF用ディジタルＲＦ電流計LF用ディジタルＲＦ電流計 製作例 製作例 製作例 製作例
検出部   蛇の目基板 部品配置例

検波部基板を 取手に内蔵配置した　製作例検波部基板を 取手に内蔵配置した　製作例検波部基板を 取手に内蔵配置した　製作例検波部基板を 取手に内蔵配置した　製作例 基板半田面に　ダイオード1本配置基板半田面に　ダイオード1本配置基板半田面に　ダイオード1本配置基板半田面に　ダイオード1本配置
周波数範囲︓１３５ｋＨｚ〜４ＭＨｚ
電流範囲︓５０ｍＡ〜２Ａ（短時間なら４Ａ）
精度︓約２０％

LF用クランプコアの巻き方例LF用クランプコアの巻き方例LF用クランプコアの巻き方例LF用クランプコアの巻き方例

クランプコアにビニール被膜線を50回巻きします（コア内通過数）
（ナイロンクランプの上に巻きます）ビニール⽪膜線は、半分に折り曲げて、中間にしるしをしておきます

①①①①クランプコアに結束バンドクランプコアに結束バンドクランプコアに結束バンドクランプコアに結束バンド
をををを
４本仮止めします４本仮止めします４本仮止めします４本仮止めします

②②②②ETFE電線の中間をETFE電線の中間をETFE電線の中間をETFE電線の中間を
コアの図のように下側に合わせ、結束バンドに通しコアの図のように下側に合わせ、結束バンドに通しコアの図のように下側に合わせ、結束バンドに通しコアの図のように下側に合わせ、結束バンドに通し
て、て、て、て、
半分のコアに25回巻きます（コア内通過数）半分のコアに25回巻きます（コア内通過数）半分のコアに25回巻きます（コア内通過数）半分のコアに25回巻きます（コア内通過数）

③③③③残り半分のコアにも25回巻きます残り半分のコアにも25回巻きます残り半分のコアにも25回巻きます残り半分のコアにも25回巻きます
　　図のように、巻き方向は同じにします　　図のように、巻き方向は同じにします　　図のように、巻き方向は同じにします　　図のように、巻き方向は同じにします
合計50回巻きとなります（コア内通過数）合計50回巻きとなります（コア内通過数）合計50回巻きとなります（コア内通過数）合計50回巻きとなります（コア内通過数）
　なるべく等間隔に巻きます　なるべく等間隔に巻きます　なるべく等間隔に巻きます　なるべく等間隔に巻きます

④④④④ETFE電線の端は、巻き線の外側（上側）を折り返し、ETFE電線の端は、巻き線の外側（上側）を折り返し、ETFE電線の端は、巻き線の外側（上側）を折り返し、ETFE電線の端は、巻き線の外側（上側）を折り返し、
図の下側の結束バンドに通します図の下側の結束バンドに通します図の下側の結束バンドに通します図の下側の結束バンドに通します
両端とも同じようにします両端とも同じようにします両端とも同じようにします両端とも同じようにします

⑤⑤⑤⑤完成例完成例完成例完成例

電流トランスの製作 完成例
  ナイロンクランプの上から50回巻、

開閉⼝のナイロンの突起部分はカットしました
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①①①①LF用クランプコアの巻き方例の通り、ナイロンクランプコアに50回巻LF用クランプコアの巻き方例の通り、ナイロンクランプコアに50回巻LF用クランプコアの巻き方例の通り、ナイロンクランプコアに50回巻LF用クランプコアの巻き方例の通り、ナイロンクランプコアに50回巻
きして電流トランスを作りますきして電流トランスを作りますきして電流トランスを作りますきして電流トランスを作ります
検出部へのコードに、右図のように、3mmφの収縮チューブを通します検出部へのコードに、右図のように、3mmφの収縮チューブを通します検出部へのコードに、右図のように、3mmφの収縮チューブを通します検出部へのコードに、右図のように、3mmφの収縮チューブを通します

②②②②特大洗濯バサミ（ビックピンチ）に右図のようにはさんで、開閉口に近特大洗濯バサミ（ビックピンチ）に右図のようにはさんで、開閉口に近特大洗濯バサミ（ビックピンチ）に右図のようにはさんで、開閉口に近特大洗濯バサミ（ビックピンチ）に右図のようにはさんで、開閉口に近
い方で結束バンドで固定しますい方で結束バンドで固定しますい方で結束バンドで固定しますい方で結束バンドで固定します
（検出部へのコードは内側のすき間から取手の方に通しておきます）（検出部へのコードは内側のすき間から取手の方に通しておきます）（検出部へのコードは内側のすき間から取手の方に通しておきます）（検出部へのコードは内側のすき間から取手の方に通しておきます）

③③③③蛇の目基板で作った検出部にコアからの線と、表示部への赤黒平行蛇の目基板で作った検出部にコアからの線と、表示部への赤黒平行蛇の目基板で作った検出部にコアからの線と、表示部への赤黒平行蛇の目基板で作った検出部にコアからの線と、表示部への赤黒平行
線を、それぞれ半田付けします線を、それぞれ半田付けします線を、それぞれ半田付けします線を、それぞれ半田付けします
コアからの線は、検波部製作例の写真のように、スプリングの間を通しコアからの線は、検波部製作例の写真のように、スプリングの間を通しコアからの線は、検波部製作例の写真のように、スプリングの間を通しコアからの線は、検波部製作例の写真のように、スプリングの間を通し
て検波部基板につなぎ、開閉がスムーズになるよう収めます、スプリンて検波部基板につなぎ、開閉がスムーズになるよう収めます、スプリンて検波部基板につなぎ、開閉がスムーズになるよう収めます、スプリンて検波部基板につなぎ、開閉がスムーズになるよう収めます、スプリン
グ穴の上部でコードを固定しますグ穴の上部でコードを固定しますグ穴の上部でコードを固定しますグ穴の上部でコードを固定します

④④④④透明の熱収縮チューブを、赤黒平行線側から通して、取手の内側に透明の熱収縮チューブを、赤黒平行線側から通して、取手の内側に透明の熱収縮チューブを、赤黒平行線側から通して、取手の内側に透明の熱収縮チューブを、赤黒平行線側から通して、取手の内側に
収めた検波部基板ごと、かぶせます収めた検波部基板ごと、かぶせます収めた検波部基板ごと、かぶせます収めた検波部基板ごと、かぶせます
強力ドライヤーなどの熱風で、収縮固定します強力ドライヤーなどの熱風で、収縮固定します強力ドライヤーなどの熱風で、収縮固定します強力ドライヤーなどの熱風で、収縮固定します

⑤⑤⑤⑤赤黒平行線の先に、ミノムシクリップを半田付けします赤黒平行線の先に、ミノムシクリップを半田付けします赤黒平行線の先に、ミノムシクリップを半田付けします赤黒平行線の先に、ミノムシクリップを半田付けします

検波部製作例 検波部製作例拡⼤写真

検波部基板を コード中間に配置した 製作例
テスターに接続した例


